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3次元地盤モデル作成システム
「MakeJiban」の

ユーザの動向と斜面対策工機能
～3次元地盤モデルを身近に活用していただくために～
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五大開発株式会社



MTCのBIM/CIMソリューション ～ 3次元を取り入れた線形計画（道路編）～
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はじめに

この度、OCF会員として「OCF BIM/CIM セミナー2025」に初参加
させていただきます。
 おかげさまで、2025年03月31日、「LandXMLに準じた3次元設
計データ対応検定」において、認証をいただくことができました。
何卒よろしくお願いいたします。

OCF検定 認証と3次元地盤モデル作成システム「MakeJiban」作成モデル



MTCのBIM/CIMソリューション ～ 3次元を取り入れた線形計画（道路編）～

ここ数年のユーザ動向と使用目的
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• 令和 5 年度より「BIM/CIM 原則 適用」となり、問い合わせ、新規ユーザが
増えてきた。

• 購入する会社は、国土交通省の受注業者。
• 地質調査会社、コンサルタントの地質部門、施工会社の順。
• ユーザの多くは、地盤モデルを「Makejiban」で作成し、出力されたデータを主
構造物の設計を行う3次元CADで読み込み使用している。

• 作成されるモデルは、地すべりブロック、河川堤防関連、ダム、トンネル、に関
連する地層モデルの作成が多い。また残土土量の算出にも使用されている。

• 作成された地盤モデルは、JーLandXML、CADデータに出力し、3次元CAD
で取り込みし、納品している。

• 作成された地盤モデルが施工まで活用されたという声は、まだ聞こえてこない。

ユーザのニーズに寄り添う機能の拡充が必要



３月３１日に引き続き、１０月３１日に提供範囲をさらに拡大し、提供する３次メッ
シュの割合は約６１％（※２）となり、身近に地形データを扱えるようになった。

入手がしやすくなった国土地理院1mメッシュDEM

https://maps.gsi.go.jp/#9/36.263838/138.526611/&base=std&ls=std%7Cfgd_dem1a_area_dtil&disp=11&vs=c1g1j0h0k0l0u0t0z0r0s0m0f0&d=m

基盤地図情報（数値標高モデル）の整備・更新状況、整備範囲

1mDEMの地形を入手し、取り込み、モデル化が簡単にできるようになった。
（※5mDEMでの地形モデル作成のデモの反応とは違ってきている）

R5本格運用と近年の
1mDEMの地形入手のし
やすさが相俟って、ユー
ザの中で、作成してみた
いという雰囲気が出始め、
それが問い合わせにつな
がっていると感じている。

https://maps.gsi.go.jp/#5/35.362222/138.731389/&base=std&ls=std%7Cfgd_dem10a_area%7Cfgd_dem5b_area%7Cfgd_dem5a_area_dtil%7Cfgd_dem1a_area_dtil&blend=0&disp=11111&lcd=fgd_dem1a_area_dtil&vs=c1g1j0h0k0l0u0t0z0r0s0m0f0&d=m


無料のソフト（Make Jiban Viewer 3 （五大開発））で地すべりを読み込む
https://soft.godai.co.jp/soft/product/products/MakeJiban/index.htm

国土地理院1mメッシュDEMデータを用い簡単に地形を作成

※作成したいエリアを指定
※上範囲だと3分程度でデー
タ作成が可能

横断図

平面図

3D地形



1mDEMと5ｍDEMの違い

5ｍDEMから地形モデルを作成1ｍDEMから地形モデルを作成

5mDEM、2次元平面図では見えないものが見えてくると、3次元モデル
作成の「メリットがある」と感じるユーザも多い。
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さらに身近に活用してもらうための機能
～災害関連例～



3D地盤モデルの作成と斜面対策工の機能例
３次元地盤モデル作成システム
「MakeＪiban 斜面対策OP」

3D点群を読み込み、面を作成。対策工をモデル化

【斜面災害例】
点群作成が身近になった今、そのデータを活用し、地盤モデルの作成、斜面対策工まで
が簡単にできます。



斜面対策CIM オプションを使って対策工を配置

3D地盤モデルの作成と斜面対策工の作成例

簡単に対策工を作成できる機能を有するシステムや、各メーカー
が3Dモデルを公開し始めました。



斜面対策CIMオプション登録工種

・グラウンドアンカー工
・鉄筋挿入工
・集水井工
・抑止杭工
・水路工
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斜面対策CIMオプション
＜属性登録 グラウンドアンカー＞
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グラウンドアンカー工 設定画面



斜面対策CIMオプション
＜属性登録 集水井＞

12

集水井 設定画面



崩壊地形
断面出力→安定計算

頭部排土 頭部排土3D

将来は、点群作成から地盤モデル作成、対策工の設計計算まで
一連で行えるような機能を開発中



まとめ
• 3次元地盤モデルの作成を身近に使ってもらうためには、公開されてい
るデータを活用しながら、初日に、簡単に作成できることを訴求すること
が重要

• また微地形の表現や対策工法の作成など、ユーザが「作成するメリッ
ト」を感じ、それをソフトウェアが促す機能が必要

•地盤モデル作成の後、次の段階（解析、図面数量、ICT等）へシー
ムレスに誘導する必要がある。

以上のことをクリアすることで、より3次元地盤モデルの作成が身近になる
と考える。
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